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屋内緑化推進協議会 屋内緑化コンクール 2026 募集要項 

2026 年 3 月 1 日 

一般社団法人屋内緑化推進協議会 コンクール委員会 

１．名称 

屋内緑化コンクール 2026 

 

２．目的 

本表彰制度は、屋内緑化推進協議会の設立目的である、「屋内緑化の社会的意義や効果をより多くの

人々に伝えるため、花や緑の生産・流通・販売、レンタルグリーン、屋内装飾、インテリアなど様々な

分野の関係者が連携を図り、また、賛同する行政・企業・個人等の皆様のご支援・ご指導等をいただき、

屋内緑化の取組を全国的な運動として推進することにより、職場や家庭環境の改善、ひいては国民生活

の向上に寄与すること」を具現化している事例に対し、その功績を讃え表彰するものです。この表彰に

より、屋内緑化の一層の普及推進を図り、豊かな生活の実現に寄与することを目的とします。 

 

３．主催、後援、協賛（予定・申請中） 

１）主催：屋内緑化推進協議会 

２）後援：農林水産省  公益財団法人都市緑化機構 

３）協賛： 一般財団法人日本インドア・グリーン協会、公益社団法人日本家庭園芸普及協会、 

一般社団法人日本ハンギングバスケット協会 

 

４．応募対象 

コンクールは、「作品部門」「緑の取組み部門」の２部門を募集します。 

対象緑化には、室内、地下、庇のある空間（ピロッティー、ベランダ等）、光庭、中庭を含みます。 

作品部門の応募物件は「過去に作成したもの」「過去に応募したが受賞していないもの」も可能です

が、現存する物とし写真は最新のものをご使用ください。 

Ａ.作品部門 

作品部門に応募できる対象施設は、２０２６年３月３１日までに工事を完了したものとします。 

作品部門ですので、応募後少なくとも１年間は作品が存在することが必須条件です。 

応募対象施設は公共施設（病院、学校、児童施設、老健施設等含む）、商業施設、事務所施設、

住宅施設（個人邸含む）等の施設とし、可能な限りそれぞれの施設から１点選定する方向で審査し

ます。また、小規模な施設からも１点選定します。 

Ｂ.緑に対する取組部門 

緑の取組部門に応募できる対象は、２０２６年３月３１日までに取り組んだ成果があるものとし

ます。（発表等は 1 回でも、それまでの準備等で複数回活動していれば結構です） 

応募対象の緑の取組みは施設の種別を問わず植物を使用したワークショップ、イベント、教室、

一人一鉢運動等に緑を使用した取り組みを行った事例が対象になります。 

応募者は、企業・学校・施設・NPO等の職員・生徒、さらにボランティア、個人等も問いません。 

作品での評価ではないため、緑化規模、デザイン、緑化技術は審査対象にはなりません。 

ただし、集客目的の装飾を社員で作成・管理したなどは対象外とします。（作品部門に応募して
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ください） 

取組み部門では、物が存在していなくとも結構です。 

 

５．応募資格 

１）作品部門（Ａ） 

作品部門の応募者は、応募対象の所有者、設計者、施工者、資材・工法開発者、管理者、緑の取

組実践者のいずれかとします。なお、連名による応募も可能とします。また、最終的には所有者の

了解を得てください。（入賞の可能性が出た段階での了解も可能です） 

２）緑に対する取組部門（Ｂ） 

緑に対する取組部門の応募者は、応募対象の所有者、管理者、緑の取組実践者のいずれかとしま

す。なお、連名による応募も可能とします。また、最終的には所有者、取り組みの主催者の了解を

得てください。（入賞の可能性が出た段階での了解も可能です） 

 

６．応募方法 

１）作品部門 

①応募方法 

・自薦応募 

・所有者、設計・施工・管理業者による推薦応募、あるいは連名応募 

②応募書類 

応募資料は、下記のとおりです。 

申込書（エントリーシート）：応募名称、応募者名称、応募対象諸元を記載（A４版１枚） 

提出資料-Ａ：応募対象審査資料（A３版１枚） 

応募対象の概要、緑化の概要、維持管理の概要を、文章のみ、または写真・図解のみにな

らないよう注意してＡ３版１枚に収まるようにまとめてください。（応募者が特定されない

ものとする）提出資料-Ａで審査を行います。 

応募者が特定される部分がある場合、その部分をコンクール事務局で特定されないよう修

正して審査に臨みます。 

参考資料：必要に応じて添付可（図面、写真、パンフレット、対外発表資料等） 

提出資料-A を使用し審査会で審査を行います。 

 

２）緑に対する取組部門 

①応募方法 

・自薦応募 

・緑の取組実践者による推薦応募 

②応募書類 

応募資料は、下記のとおりです。 

申込書（エントリーシート）：応募名称、応募者名称、応募対象諸元を記載（A４版１枚） 

提出資料-Ｂ：応募対象審査資料（A３版１枚） 

応募対象の概要、特徴的な取り組みを、文章のみ、または写真・図解のみにならないよう

注意してＡ３版１枚に収めてください。（応募者が特定されないものとする） 
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参考資料：必要に応じて添付可（図面、写真、パンフレット、効果データ、対外発表資料等） 

提出資料-Ｂを使用し審査会で審査を行います。 

 

３）応募書類の入手・提出先及び問い合わせ先 

応募書類は下記にお申し込みください。確認後応募関連資料をお送りします。 

書式に従いご記入しお送りください。 

〒101-0041 東京都千代田区神田須田町 1－12 山萬ビル 402号 

一般社団法人 屋内緑化推進協議会 

℡：090-9809－1657（藤田 茂） 

メール：info@okunairyokka.jp  

    s-fujita@r-giken.co.jp 

応募書類の「受付番号」は受付後、屋内緑化推進協議会にて記入します。 

 

４）応募開始・締切 

 応募開始：2026年３月 1日（日） 

応募締切：2026年 4月 30日（木）消印有効 

応募資料は、ワードで作成したものをメールにて提出してください。 

受付番号、応募者が特定できる記載があった場合の修正等をコンクール事務局で行いますので、必

ずワードで作成したものをデータでお送りください。 

また受賞作品の公表においても事務局にて団体名、公表すべき作品名を記入し発表します。 

提出いただいた原本はコンクール事務局で厳正に保存いたします。 

 

６）費用 

応募費用 無料 

 

７．審査基準、審査委員 

１）審査基準 

作品部門：緑の量 ・デザイン ・緑化技術 ・維持管理状況 

緑に対する取組部門：緑化に対する取り組み方 ・緑化に対する取り組みの有効性 

２）審査委員（打診・検討中） 

・インテリアデザイン関係者（町田ひろ子） 

・緑の効用関係者（飯島健太郎） 

・緑に対する取組み関係者（槇島みどり） 

・緑化関係者（豊田正博） 

・緑の効用関係者（松本博） 

・屋内緑化推進協議会会長（前田悟） 

３）審査日・審査過程（検討中） 

・審査日 5 月中（受賞対象案選定） 

・受賞対象案に対し、所有者の了解確認  

・受賞確定（６月） 
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４）賞の名称 

作品部門、緑に対する取組部門は、各々下記の賞を与える（申請中） 

・農林水産省農産局長賞 （全部門から 1点） 

・公益財団法人都市緑化機構賞 1点 

・一般財団法人日本インドア・グリーン協会理事長賞 1点 

・公益社団法人日本家庭園芸普及協会会長賞 1点 

・一般社団法人日本ハンギングバスケット協会理事長賞 1点 

・一般社団法人屋内緑化推進協議会会長賞 1点 

・その他状況に応じ、奨励賞、努力賞を与えます。 

５）入賞発表予定 

２０２６年６月 入賞者に通知します。 

 

８．表彰 

１）表彰対象者 

受賞者に表彰状及び副賞を授与します。所有者、設計者、施工者、資材・工法開発者、管理者な

どの連名による応募の場合は、連名でそれぞれの対象者に表彰状と副賞を授与します。 

２）表彰式（予定） 

会場：未定 

日時：２０２６年７月 

表彰式詳細：検討中 

３）表彰、審査、受賞者の公報 

屋内緑化推進協議会の Web ページに掲載します。 

屋内緑化推進協議会 (https://www.okunairyokka.jp) 

 

９．入賞作品の使用権 

入賞した作品の審査資料の使用権は屋内緑化推進協議会に帰属するものとし、会の出版物等に使

用する権利を得たものとします。 
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